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一編集後記･･…

毎シュｰメｰカ･レビｰ彗星が木星の表面に残した

傷跡は本年の最も強烈な出来事の1つであった.

本当に千年に1回というほど頻繁に衝突するのだ

ろうか.六号に矢内氏から寄稿いただいた明石の中

にも月からはじきだされた月限石があるという.や

はり衝突の破片が宇宙を漂ってきたものだろうか.

猛暑の一夜,遠く宇宙の彼方に夢を馳せた真夏の夜

の出来事だった.シリｰズ3回目になった明石の

話を美しい口絵写真とともにご寄稿いただいた矢内

氏に感謝します.

合国連のESCAPは｢工業原料鉱物の開発のための

ワｰクショップ｣を,一昨年は日本で,昨年は中国

で開催した.これらの会議で講演した日本人参加老

に関連テｰマでの執筆をお願いしたところ,大津賀

･芝崎両氏から合計3編をご寄稿いただいた.六

号ではまずこの分野だけを小特集の形で掲載した.

最近の産業界の動向と新技術開発の課題が大変分か

りやすくレビュｰされている.セラミック関係の読

者だけでなく,普段あまり馴染みのない地質関係者

にも読んで頂けると期待している.なお,上記ワｰ

クショップにおける地質･探査関連のテｰマについ

てもすでに投稿していただいているので,後日,別

の形で特集する予定である.ご寄稿頂いた皆様と本

企画や執筆依頼などに尽力くださったワｰクショッ

プ主催者の富樫幸雄氏に厚くお礼申し上げる.

舎｢花嵩岩の街:アバディｰン｣は3月号に続き石

原氏が訪英の折りに立ち寄られたスコットランドの

風景だ.石畳の中に,世界経済の流れを反映Lた街

の産業史が記録されているようだ.表紙の美しい写

真を含めご寄稿ありがとうございました.

禽壬生氏のr世界の深部地熱開発の事例..｣は本年

5月号の｢特集:新規花嵐岩.､｣に掲載予定の原稿

だったが,紙面が足りず六号にまわさせていただい

た15月号と併せてご覧いただきたい.

奪お盆を前に,筑波の研究本館裏手の広場では連日

コンクリｰトのパイノレの打込み作業が続いている.

本年度中に完成予定の｢地圏情報センタｰ棟｣の建

設がいよいよ始まった.地質調査所としては1980

年に筑波に移転して以来,初めての施設拡充であ

る.いずれ三階建ての輪郭が明らかになる頃を見計

らい,建物の紹介や,地球科学の情報化に関連した

特集を本誌でも企画してみたい.読者のご意見をお

待ちしている.
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